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や標本作りへの取組の充実

生命尊重や生態系の維持など自
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問題解決の能力や概念を育成する

自然体験や科学的な体験，言語活動
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I 研究の目的

I1 研究の背景

理 I

知識基盤社会化やグローパノレ化が進む21世紀をたくましく生き抜くために，確かな学力，

豊かな心，健やかな体の調和を重視する 「生きる力」をはぐくむことを目指して，学習指

導要領が改訂された。理科においては，実生活における活用や論理的な思考力の基盤とし

て必要となる基礎的 ・基本的な知識 ・技能の確かな習得や科学的な思考力や表現力の育成，

理科を学ぶことの意義や有用性の実感を図る観点から改訂が行われ， r実感を伴った理解」

を図ることが目標に位置付けられた。

そこで，本校においては昨年度，新しい学習指導要領の理念を踏まえた新たな学校教育

目標を設定するとともに，各教科等においては今回の改訂に対応した新しいカリキュラム

を創造するための研究をスター卜した。理科においては，前研究シリーズ「科学する楽し

さを味わう理科授業の創造j の研究成果を生かしながら，問題解決の能力を発揮させ，科

学的な概念の系統的な構築を図る学習内容の設定について新内容も含めながら取り組んだ。

その結果，次のような成果と課題を得ることができた。

O 問題解決の能力をよりよく発揮させるために，その能力を「試行錯誤しながら発揮

することのできる学習内容」と「様々な場面で意図的，計画的に発揮することのでき

る学習内容」として整理し，年間指導計画に重点化して位置付けることができた。

O 概念を系統的に構築する学習内容設定の在り方について新内容も含めて検討し，教

材や単元構成の具体化を図ることができた。・新しい学校教育目標の具現化を図るために，理科において育成する子ども像を明確

にするとともに，それを実現するためのカリキュラムの研究を進めていく必要がある。

|2 研究の方向

そこで本年度は，新たな学校教育目標の具現化を図るために，理科における目指す子ど

も像を新たに設定するとともに，そこに迫る新しいカリキュラムの創造を行ってし1く。そ

の際，私たちは次のような基本的な姿勢を大切にしていきたい。

理科は自然の事物・現象を対象として，そこから問題を見いだし，その問題に対して科

学的な方法や手続きを駆使しながら解決を図り，その過程を通して自らの知を更新してい

く喜びを味わう教科である。そのため，理科で実感を伴った理解を図るためには，自然と

の直接的なかかわりや科学的なかかわりを重視するとともに， 自己の学びを生活とのかか

わりの中で見つめ直していくことが大切である。また，持続可能な社会の構築が求められ

ている現在，私たちは，子どもたちに自然によりよくアプローチするための方法や考え方

を身に付けさせていくとともに，人間は自然とどのように向き合っていくべきなのかを考

えさせることが大切であると考える。そのためには，小学校 6年間を通して自然 ・科学 ・

生活とのかかわりを豊かにもたせていくことができるカリキュラムの創造が必要である。

よって，本年度は，次のような研究主題及び副題の下に研究を進めていくことにした。

自然と対話する喜びを実感する子どもの育成

~自然・科学・生活とのかかわりを重視した理科カリキュラムの創造~
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理 2

E 研究内容

|1 自然と対話する喜びを実感する子ども

表紙写真は r池には，メダカの食べ物となる小さ

な生き物がいるはずだ。」という予想を確かめるため

に， 一見何も見えない池の水を注意深く観察し，微生

物を発見することができた子どもの喜びの表情であ

る。このように子どもは本来， 自然に対する豊かな感

性や知的好奇心をもった存在であり，自然事象のおも

しろさや不思議さに目を見張り，夢中になって活動し

たり，自らが見いだした問題や仮説に対して納得する

までこだわりをもって追究したりすることに喜びを感

じることのできる存在であると考える。そこで，私た

ちは，図 1のような自然と対話する喜びを実感する子

どもを育てたいと考えた。

自然と対話するとは，自然に対して意図的，主体的
【図1 自然と対話する喜びを実感する子ども】

に働きかけ，自然の性質や規則性などの「自然のきまり」を見いだしたり，科学的な方法

や手続きを学びとったりしていく姿である。自然と対話することを通して，子どもは「自然

のきまり」や科学的な方法や手続きのよさを見いだす喜びや，見いだしたそれらを活用して，

新たに出合った自然事象を解釈したり，自然とかかわったりすることのできる喜びを実感

することができると考える。このように，自然と対話する喜びを実感することで，子ども

は自然の偉大さや豊かさなどを感じ，自然に対する興味・関心を高めるとともに，自然の

中に生きる一人として自然との共生について考え 主体的に判断し J心豊かに未来を拓いて

いこうとすると考える。また，それは，学校教育目標で目指す子ども像の具現化へと迫る

ものであると考える。

そのためには，自然への「なぜJを入り口とした確かな問題意識の基に，科学的な方法や

手続きといった問題解決の能力を駆使しながら，こだわりをもって主体的に自然に働き掛

けることができる力を培っていくことが大切である。そこで， 目指す子どもの姿を理科に

おいて培いたい三つの力から次のように設定し，評価規準とした。

【表 1 目指す子どもの姿】

培いたい力 目指す子どもの姿(評価規準)

自然事象へ -自然事象に対して不思議さや神秘さ，疑問を感じ，それらに対するこだわ
の関心 ・意 りをもって主体的に問題を解決しようとする子ども
欲 ・態度 -見いだした「自然のきまり」や科学的な方法や手続きのよさを活用して考

えようとしたり，自然とのかかわりに生かそうとしたりする子ども
-友達と学び合うことのよさを感じ，協同的に問題を解決しようとする子ども

科学的な方 -問題に対する追究の見通しをもち，観察，実験を通して確かな事実をつか
法や手続き むことのできる子ども

-獲得した事実や自分と友達の考えを比較，関係付けながら考察し，自分な
りの仮説や概念をっくり 表現することができる子ども
-状況に応じて必要な科学的な方法や手続きを発揮できる子ども

自然事象について -見いだした「自然のきまり」について他者へ分かるように説明できる子ども
の知識・理解 -見いだした「自然のきまり」を状況に応じて適切に活用できる子ども
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理 3

|2 自然・科学・生活とのかかわりを重視した理科カリキユラム創造の基本的な考え方 l
自然と対話する喜びを実感する子どもを育てる

ためには，表 1に示した培いたい三つの力を身に

付けさせることが大切である。そのためには，理

科授業の改善を図るとともに，理科授業と関連す

るその他の教育活動をより一層充実させるととが

必要であると考えた。そこで，理科カリキュラム

全体の見直しを図ることにした。

他の教育活動

理科カリキュラムにおいては，具体的な体験を

通して自然とかかわることを繰り返させることや，

自然を対象として自然を科学的に追究する学習活

動を展開させること，また，その学習経験を生活
【図2 理科カリキュラムの基本的な考え方】

とのつながりの中で意識することができるようにすることが重要であると考えた。そこで，

自然・科学 ・生活とのかかわりを重視した理科カリキュラムを構想した。

具体的には，図 2のように，理科授業を核として，自然に対する豊かな感性といった理

科学習の素地をはぐくむために，諸感覚を発揮して自然に直接的にかかわり，自然に触れ，

親しむ，自然とのかかわりを重視する。次に，自然との直接的なかかわりを通して見いだ

した問題を，問題解決の能力を駆使しながら解決していく，自然との科学的なかかわりを

重視する。さらに，自然と科学的にかかわることの価値を実感させるために，見いだした「自

然のきまり」を実社会や実生活とのつながりの中でとらえ適用することができるような生活

とのかかわりを重視してし、く 。

このような三つのかかわりを重視 した理科カリキュラムを創造するために，次のような

視点からカリキュラムを創造していくことにした。

| 視点 1・・・問題解決の能力や概念の系統性の具体化

実生活における活用や論理的な思考力の基盤となる基礎的 ・基本的な知識 ・技能である

問題解決の能力や概念を，単元間のつながりの中で系統的に育成するために，各単元で培

いたい問題解決の能力や概念を具体化する。また，具体化した問題解決の能力や概念を育

てるための学習内容を設定する。

| 視点 2・・・自然体験や科学的な体験，言語活動の位置付け

問題解決の能力や概念を培うために，子どもが諸感覚を発揮して自然と触れ合う自然体験

や，科学的な方法や手続きを駆使して「自然のきまり」を見いだす科学的な体験を充実させる。

また，明確な目的意識をもった観察，実験を通して得た事実を基に，表やグラフに整理して考

察したり，学習したことを科学的な用語や概念を使って子ども同士が説明し合ったりする言語

活動を重視する。

| 視点3・・・実社会や実生活との関連を重視した単元構成

理科を学ぶことの意義や有用性の実感を図り，科学に対する関心を高めるために，見いだし

た「自然のきまり」の価値を実社会や実生活とのかかわりの中でとらえ，自分の在り方を見つめ

直す学習活動を重視する。その際，特に，生命の尊重，生態系の維持，環境への負荷の軽

減といった環境を保全する態度を育てることをねらいとして単元を構成してし1く。



理 4

{3 自然・科学・生活とのかかわりを重視した理科カリキユラムの全体構想

(1)理科カリキュラム全体構想

自然 ・科学 ・生活とのかかわり

を重視した理科カリキュラムを図

3のように構想した。まず，理科

カリキュラム創造の視点を基に，

理科年間指導計画を見直し修正を

図った。単元を配列する際は，内

容における季節性を考慮するとと

もに， 他教科等との関連や理数教

育の充実といった観点から，特に

算数科で、培った表やグラフの作成

などの知識 ・技能を理科において

も活用することができるように，

算数科の年間指導計画を考慮し

6年

自
由
研
究

標
本
作
り

じた自然現象について
口特別活動・ ・・・金山遠足.集団宿泊自切ラ事.ク ラブ活動.委員会活動.一人一鉢栽t音
口生き物タイム ・-季節に伴う笠物の変化への輿蝶 ・関心を高める活動

た。そして，理科学習を通して培 【図3 理科カリキュラム全体構想図】

った問題解決の能力や概念といった基礎的 ・基本的な知識 ・技能の習得と活用を図るとい

った観点から，諸教育活動や特別活動["生き物タイムJ(朝の活動)を内容面と方法面から

見直し，関係性を明らかにして理科年間指導計画に組み入れていった。また，問題の設定

→情報の収集→整理 ・分析→まとめ ・表現といった問題解決的な活動が発展的に繰り返さ

れるように，探究的な学習活動としての理科自由研究や標本作りの指導を充実させたり，

総合的な学習の時間と理科授業との関連を図ったりして，思考力 ・判断力 ・表現力の育成

や学習意欲向上のより 一層の充実を図ることにした。

(2)問題解決の能力や概念を系統的に育成する理科年間指導計画の作成(視点 1) 

新学習指導要領では， ["エネルギーJ，

「粒子J，["生命J， ["地球」とし1った科学

の基本的な見方や概念を柱とした四つ

の上位概念と，それらを構成するいく

つかの下位概念の系統が示された。ま

た，各学年で重点的に育成する問題解

決の能力として 3年「比較j， 4年「関

係付けJ，5年「条件制御J，6年「推論j

が置かれた。例えば図 4のように 3

年から 6年の電気単元においては，下

位概念である「エネルギーの変換と保

存J，["エネルギーの有効利用」といっ

た概念を育て，最終的に上位概念であ

る「エネルギーJ概念を構築させなけれ

生活科(子どもの気づき)

[さんぽ】風が吹くと薬が落ちるよ。日なたは温かいよ。
[おもちゃランド]磁石で魚釣りができるよ。ストローに詰めた子ィッシュを押すと玉が飛ぶよ.
ゴムがはじいて力エルさんが跳ねるよ。

エネルギー [ ユ は中心概念
エネルギ

エネルギーの見方 エネルギーの変後と保存 貴重由有

効利用

[風やゴムの働き】 【'電気の通り道】

3 
[光の性質】 問題解決の能力・・・電気を通すつなぎ方と通さないつなぎ
【磁石の性

年
質】 l'ー

方の比較，電気を通す物と通さない物との比較による分類

4聞ができると電気が流れる 1I 金属は電気在通す r--L 

L 【4年電気の働き】

問題解決の能力・・・直列回路と並列回路の電流の大きさ比
4 

較と働きの関係付け
年

「
電流には向さがある献の強さとIL光は電気に変わる 上 1
働きl草蛮えることができる ← 

附干の運L【5年電流の働き】

5 
動] 問題解決の能力・・・電流の強さ，導線の巻き数などの条件 ←

年 制御と磁力の強さと の関係付け

一~一----L 電気は磁力に変わる

【てこの融 IJL【6年電気の利用】

問題解決の能力・・ ・モーターによる発電の仕組みの推論電熱線の
6 性1

太さと発熱の程度との関係付け，発光ダイオードと豆電球の点灯 l
年

時間の比較
電気はっくりだし疋り蓄えたり日」とができる11喧則榊開・音に蛮える」と何きる | 

4、掌穫期1::纏いたも包串Jt，羊... 傘【電箆単元豊中心1::)

電気は仕事をするときのエネルギー!こなる.電気はっくりだしだり蓄えだりする」とができ.他の工
平ルギ-[:蛮わる.

【図4 エネルギー概念の系統】
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理 5

ばならない。そこで，私たちは下位概念の構築につながる中心概念を各単元ごとに設定す

るとともに，それに応じて学習内容の見直しを図ったり，学習内容や発達の特性に応じて

発揮させる問題解決の能力を重点化したりして理科年間指導計画に位置付けていった。そ

の際，生活科における学習経験や他単元とのつながりも考慮し，問題解決の能力や概念が

系統的に育成されるようにした。

(3) 自然体験や科学的な体験言語活動の位置付け(視点 2)

生物・土地などの内容区分B単元においては，活動の目的や観察の観点を明確にもたせ，

学校周辺や地域の自然に直接触れ， 自然に浸りながら諸感覚を通した様々な発見を促す自

然体験の場を各単元ごとに具体化した。また，電気や磁石などの内容区分A単元においては，

「自然のきまり」を生か したおもちゃづくりや，身の回りにある製品の仕組みの解明へとつ

なぐものづくりなどの科学的な体験を具体化し，単元の中に積極的に位置付けていった。

また，科学的な思考力を発揮させながら自分の考えを説明したり，結果を表に整理し，

グラフ化したり，モデル化したりしながら考察する言語活動については，諸感覚を発揮して

自然事象に直接触れる体験を基に展開することができるように，体験的な活動と言語活動を

関連させた学習活動の具体化を図った。その際，科学的な思考力や表現力，判断力をより

発揮させる場として，問題を見いだしたり，解決への見通しをもたせたりする過程や事実

を基に考察したりする過程にその重点を置くなど言語活動を行う場面の明確化を図った。

さらに，諸教育活動や特別活動 r生き物タイムJなどにおいて，子どもが実際に自然とか

かわった体験を理科の各単元とどのように関連させ経験へと昇華させていくのか内容面と

方法面から見直すとともに，単元のねらいと照らし合わせながらその関連を明確にし理科

年間指導計画に組み入れていった。

(4) 実社会や実生活との関連を重視した単元構成(視点 3)

理科授業を通して見いだした「自然のきまり」や科学的な方法や手続きのよさを実感した

り，自然と共生していくために自然の中での自己の在り方を見つめ直したりすることがで

きるようにするためには， 学んだことを実社会や実生活の中でと らえ直すことが重要であ

ある。そこで，次のような考え方を基に，単元の特性に応じた単元構成を行った。

O 私たち人聞が自然事象を科学的に追究することを通して見いだした 「自然のきまり j

を生かし，科学技術を発展させ駆使することで，自分たちの生活を豊かにしてきた営

みを感じることができるようにする。

ア 科学技術の発展と豊かな生活(内容区分M粒子Jrエネノレギー」の単元を中心に)

O 豊かな生活を追い求め続けた結果，異常気象等，自分たちの生命や生活に影響を与

える環境問題が深刻化していることから，その原因について理解し，自然との共生を

図りながら豊かな生活を維持していくために，自分にできることを積み重ねていこう

とする態度をもつことができるようにする。

ア 動植物や人間の生命の尊重，生活への影響(内容区分Br生命jの単元を中心に)

イ 環境破壊 (内容区分Br地球」の単元を中心に)

ウ 環境破壊の背景や原因(内容区分AI粒子JrエネルギーJの単元を中心に)

エ 環境保全に対する取組(内容区分AI粒子Jrエネルギー」の単元を中心に)



理 6

14 自然・科 学 ・ 生 活 と の か か わ りを重視した理科カリキユラムの具体化

(1) 理科年間 指導 計画の具体化に当たって

三 つのカリキュラム創造の視点を基に，図 5のような理科年間指導計画を作成し た。

学期 前 期

月 4 ・5 5 6 ・7 8 9 9 ・10
‘ 

単元名 植物の発芽と成長 天気の変化 命のつながり
自由

植物の結実 流れる水の働き ‘ 研究

科学の基本的な
生命の連続性 地球の表面 生命の連続性 生命の連続性 地地球球のの表内面部 e 

見方や概意

0温度，水，空気など発芽や成長の条件 0雲の動きと天気の変化と0魚の卵の計画的な観察，実験 0雄花と雌花の比較 0流水の働きと土地の変 ‘
を抽出するための計画的な観察，実験 の関係付け 0魚の卵の変化と人の母体内で 0結実までの計画的な観 化との関係付け : 

重点化して発揮 0発芽前後の種子の養分の有無と発芽と 0天気の変化の規則性を基 の成長比較 察，実験 0土地の傾きと流立との 4

させる問題解決 の関係付け にした天気予惣 0魚や人の成長過程における推 0結実過程における推論 関係についてのモデノレ化 ‘
の能力 O種子の養分の行方についての推論 論 と川lの成り立ちの推論 : 

0魚の雌維の形態の比較

植物は養分を使い適当な環境の下でのみ 広い空間を移動する震と と魚や人は受精して誕生し養分を 植物は受粉し結実すること 土地は長い時間や広大な ‘

中心概念 発芽し成長することで生命をつなぐ。 もに天気は変化する。 使って成長して生命をつなぐ。 で生命をつなぐ。 空間の中で起こる流水の :
働きによって変化する。 (

0散策による春の植物観察(観点気温の 0学校上空の観綴(観点 0魚の住む池の観察(!ijl点周囲 O へチ7 やニガウ日などの 0)11の野外観察(観点 の上《: 
上昇，種子の発芽，葉の新芽) 雲の種類，動き，雲1il:， 風 の環境，池のじ1"の様子) 栽I音と観察(観点 花や実の 流中流・下流の周 り 〈

自然体験 Oインゲンマメの栽屠fii一動と継続した成長 の強さ， 向き， 感触) 形，色，大きさ，っく りな 様子，川幅，水深，流れ 〈
や科学的な 記録 Ofi'，(の動きの継続観察 ど) の速さ) 《
体験 0新聞やインターネットな

《
〈

どによる気象情報の収集 〈

0発芽や成長の条件を抽出するための観 0雲の継続観察を通した， 0魚や人の成長と養分とのかかわ 0結実の過程を雌維の花の 0流水の働きと土地の変 《
察 ・実験企画の話合い 天気の変化の要因について りを体のっくりと関係付けて説明 っくりのと浅いと関係付け 化と を関係付けて説明す 《
0結果を基にした発芽や成長の条件につい の話合い する活動 て説明する活動 る活動 《

重 言語活動 ての考察 0雲の動きと天気の変化を 0人やメダカの誕生レポート 0流水実験や地図を用い :
点 0拙画による種子の養分の行方について説 関係付け，天気の変化の規 て天降川の成り立ちを説 《
化
す 明する活動 員1)性について説明する活動 明する活動 《

〈
る

0観察，実験で使用した植物は，実験結巣 0午後や明日の天気の天気 O生命の誕生について感じたこ 0植物の結実までの過程に 0)11の氾j億等によって起 〈視

点 が分かつた時点ですぐに植え替える。 予想 と， 考えたことの交流 ついて感じたこと，考えた こる生活への影響を五?uJ、〈
且 婁祉童や翼 0イJゲンマメ以外の植物も，適当な環境 0気象観測技術の気象衛星 ことの交流 限におさえるための川の〈
ぴ

生活との関連
の下でのみ成長し，種子を残すことに気付 の運用について) 防災対策づく り ; 

具 かせる資料提示 〈
体
的 理数教膏の 0茎の長さや薬の枚数などの成長変化の表 〈
内 充実 整理とグラフ化 〈
容

諸教育活 0成長の条例を生かした人鉢栽培活動 0観察池.インセクタリ ウムにい Oへチマやーガウリ， 校旦 0春の一日遠足の事前資 〈

動I 特別活 0生き物タイムにおいて，校内にある草花 る生き物の紹介 などの栽培活動の紹介 料作成(周辺地図の確認，( 

動I 生き物 の発芽や樹木の芽吹きなどの写真資料を提 0委員会との連携による動物との 0校内の草花の花と尖の紹 山の成り立ち，際高など):
~イムとの 示 触れあい 介 〈
関連

0春の値物観察は， 植物の発芽新芽の息吹 O~の変化に伴 う天気の変 0メダカは6JI中旬からよく産卵 Oへチマやーガウリなどは 0)11の観察や川の内11111，

季節による が見られる 4月に当初に行う。 化が明石主になるように， p青する。 7 月 ~ 9 月中旬までによく 外側の流れを体験させる 〈

特性 Oインゲンマメは春から夏にかけて成長す れや雨の日が断続的に続く 結実する。 ため， 秋や冬は避ける。 ~
る。 権雨入り前が適当である. 〈

【図 5 第 5学年理科年間指導計画 (一部)】

学 年を通し て 問 題 解 決 の 能 力 と 概念を系統的に育 成するために，単元を配列する際は，

表 2に示し た こ と を 考 慮、し配列した。 まず，各単元の中心概念を構築させるための学 習 内

容を設定し， 生 命の誕生から次の世代へと子孫を残す過程を踏みながら生命の連続性をと

ら え る こ とができるようにした。 次に，学習内容に応じて重 点 化して発揮させる問 題 解 決

の能力についても，継続的 ・段階的に発揮させることができるようにした。 なお，インゲ

ンマメやヘ チマ，メダカなど教材と なる生物の季 節に伴 う生態についても考慮した。

【表 2 第 5学年 内容区分 Br生命Jについての単元配列の考え方】

訟旦ミ 植 物 の 発 芽 と 成 長
生命のつながり

植物の結実
メダカの誕生 | 人の誕生

科見方学やの概基本念的な 生命 の連続性 ラ

仁 発芽 と成長 ノ ¥ 受 精，誕生，成長 〉 一 ~L 受 粉，結実
一一一一一一一一一-----'

学 習内容
発種子芽やの養成長分のと発条件芽

-震長のための養妥 -花のっくり結(おしぺめしべ等)
の雌雄体 と卵の 化 -受粉による 実

-人の母 内の成長と誕生

問題解力決 IC 計画的な観察 ，実験:継続，要因の増加
ー¥

の能 ぐ推論:見えるものから見えないものへ ノ

季節性
イ ン ゲンマメは春 かメダカは 6月中旬から産卵をヘチマやーガウ リ は 7月~

ら夏に成長する 始める 9月 に 結実 する

po 
no 



(2) 

(3) 

自然体験や科学的な体験言語活動の位置付け

各単元において設定した問題解決の能力や概念をより

よく育成するためには，自然体験や科学的な体験と言語

活動を関連させながら重点化して位置付けていくことが

重要であると考える。具体的には，写真 1のように，解

決への見通しをもっ場面においては，諸感覚を発揮しな

がら観察 したり，自由に試行したりする場を確保するこ

とを重視する。そして，そこでの気付きを基に，疑問や予

想、を図や言葉で個別に表出させた上で考えの交流を行い，

問題を明確にすることを重視し，確かな目的意識の下に

観察，実験を行うことができるようにする。

また，観察，実験の際は，写真 2のように，時間，温度， 【写真 1

物の様子などといった観点 lこ沿って記録さ I ~1 6 1~ 1;1~ I ~Þ1;1 ~II$I~I轡

せる。特に， 事実を表に整理したり，グラ|irvN?早川 '(.1寸州

フ化したりする際は，そこから読み取れる営叫諸制目… 21
変化や関係性を言葉によって表出させるた13rι;川…
めに，話し合ったり，書いたりする活動を|-L...同

一層重視する。 さらに，事実を基に考察すII ~o ...，， 1t lon')(..-l J~ t) ..~ .9. ()l) 

【写真2 グラフの傾向に
る場面においても，子ども同士が会話しな ついての言語化】

理一7

体験的な活動の言語化】

ヨご)~ ~ :: ...l 

0 守';. <~ 

【写真3 会話を通した考
えの練り上げ】

がら互いの考えを説明し合う中で，科学的な妥当性を吟味しながら考えを練り上げ，最終

的には一人一人に自分の考えを記述できるように働きかけていくことを重視する。

また，問題解決を通して習得した知識 ・技能を活用する場面では， 学習したことを生か

すことで生活とのかかわりを実感できるような問題解決やものづくりなどを積極的に位置

付けることで，科学的な体験を充実させてし1く。また，その際も学習した科学的な用語や

概念を用いながら説明し合う活動を重視し，理解を深めることを大切にしてし1く。

実社会や実生活との関連を重視した単元構成

II-3-(4)の考え方を基に単元構成を行う際は，単元のねらいや学習内容，発達の特性

に応じて r自然界や実社会 ・実生活における現状把握」→「追究問題の設定」→「要因や原因

の解明」→「解決に向けた取組Jの流れを基本とした問題解決的な学習を展開させる。

例えば 5年 「流れる水の働き」では，削る，運ぶ，積もらせるといった流れる水の働き

と土地の変化の関係についてとらえさせることをねらいとしている。そこで，単元の導入

において，環境被害 といった観点からその要因や |辺校絡みじ はぐ方法 ι 

解決策を見いだすことに問題を焦点化 し，流れる 1 ・l謀井 |杭川07jJ....()川
. I.~~~弘、 | 寸 t::. 1. 1汁点的!丘

水の働きを追究してし 1く。そして，終末において， |:案、TJF-bぷ大前町¥l広く寸百二r.章Lt:1ま

図6のように， 川の氾濫の原因や，それに伴う生 Ioi砂川 向行。 れ子jtl…ん札し
活への影響について考えさせ，科学技術をつかつて |体~.::: J:z込山lU武益還

|れれをけん ド 抱脂血rl ムニヱ
被害を最小限におさえる方策や普段の生活の中で lM杭 |山ブ問 lt詰立出
自分にできることを考えさせ，生態系を維持し， I |必ず |去給料ぬ
環境を保全していこうとする態度を育てていく 。 【図6 自己の在り方を見つめ直す学習内容】
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E 研究の実際

11 実践の立場 | 
ここでは["電気の利用」における自然と対話する喜びを実感する子どもの姿を想定し，

設定した問題解決の能力や概念，科 学的な体験 3 言語活動，実社会 ・実 生 活 と の 関連を重

視 し た 単 元 構成といった視点を基に 授 業 実 践 を 行 う 。 そして，子どもの姿の分析を通して

子どもが自然と対話する喜びを実感することができたか評価し，検証していく。

(1) 実践の視 点

・ 推論の能力やエネルギーの変換と保存，エネルギー資源の有効利用といった概念を
育成する科学的な体験，言語活動

電気の有効利用の点から ，自 己の在り方を見つめ直す単元構成及び学習内容の設定

(2) 実 践 の 評価と見取る方法

O 自然と対話する喜びを実感させ， 三つの培いたい力を育成することができたか。
O 発言 ・行動記録，ノート記述，テスト，学習後の実態などで見取っていく 。

12 理科第 6学 年 年 間 指 導 計 画

第 6学 年の年間指導計画の作成に当たっては 次のような単元配列の考え方を基にして

年間指導計画を作成し，各単元ごと に 主 な 目 標 や 重 点 内 容 を 設 定 し た。 以下は 6年 A区

分「電気の利用」の例である。

単 フE 物の燃え方と空気 てこの働き 水溶液の性質 電気の利用

科学の基本的な
(粒粒子子のの存結在合) []主 主ギー ) (粒粒子子叫の結存合性 ) ( エエネネノノレレギギーー資の源変換の有とす保が存ーリ用J

見方や概念

学習内容 (燃焼の仕組み〉 (てこの規則性 )(水溶液の性質と働き) 電気の性質と働き

-燃焼前後の空 -てこの仕組み -水溶液の液性 -発電 ・蓄電

気の性質の変化 と傾ける働き -気体の溶解 -電気の変換
-てこの規則性 -金属の変化 -電索時泉の太さと発熱の関係
を利用した道具 -ものづくり

問題解決の能力 IC推論:関係付ける要因の増加 J

IC推論:物理的変化 . 推論:質的変化 ) 

よJレ

月 4・5 5・6 6・7 7 . 8 8・9・10 10・11・12 12 12・1・2 2 2.3 

人や動 植物の 物の燃 自由研
てこの 水溶液 月と太

土地の 生き物
電気の

単克名 物の体 っくり え方と 究に挑
働き の性質 RノJ

っくり どうし
利用の仕組 と働き 空気 戦 とでき のかか

よユ
単元名 |EZE探SE1ES品設主す |中崎念|自然体験や科学的な体験 盃重重量主空2

10発電の仕組みゃ蓄l電気は光 10モーターを使った10風力発電で体験したこと
エネノレギーの|電についての推論 |や音など|発電，手回し発電機・|から，モーターの回転によ

電気の1..1変換と保存，-19身近にある電気を|に移り変|コンデンサを使った|り，電子メロディが鳴った
利用 nエネルギー資|利用した道具の性質|わる。 I蓄電 |ことなどの現象而の事実を

源の有効利用 |や働きについての推 IQモ←ターによる発|基にエネノレギーの変換と保
論 電やLEDを使ったも|存について説明したり，図

0生活で使われている電化製
品の消費電力調べ
O日本の発電の種類の割合に
ついての資料提示
0電気の有効利用を基に節電
を意識した生活の見つめ直し

のづくり |に表現したりする活動

(3 実践結果と考察 第 6学年「電気の利用」

(1 ) 単元の目標の設定

ア単元の系統

単元 【3年電気の通り道】 【4年電気の働き】
中心概念 回路ができると電気が流 電流には向きがあり，電流

れる。金属は電気を通す。 の強さと働きは変えることが
できる。

問題解決 電気を通すつなぎ方と通さ 直列回路と並列回路の電流の
の能力 ないつなぎ方の比較 大きさ比較と働きの関係付け
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【5年電流の働き】

電気は磁力に変わる。

電流の強さ ，導線の巻き数などの条
件制御と磁力の強さとの関係付け
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単元 |【 6年 電気の利用】

中心概念 |電気は光や音などに変えることができる。

問題解決の能力 |発電の仕組みや蓄電についての推論， 電気を利用した道具の性質や働きについての推論

イ 単元の目標

自然事象への関心 ・意欲 ・態度 科学的な方法や手続き 自然事象についての知識 ・理解

-電気の性質について疑問を感じ， -電気の性質や倒jきについ -電気はっくりだしたり ，蓄えたり，
それらに対するこだわりをもって て推論しながら調べること また，光， 音，熱などに変換したり
主体的に問題を解決すること がで ができる。 することができ，それらの性質や働
きる。 -電気の性質や働きに関す きを利用した道具がある ことを説明
-見いだした電気の性質や働きを る仮説や概念を自他の考え できる。
活用して，身の回りにある製品の と比較，関係付けながら考 -見いだした電気の性質や働きを活
仕組みを調べようとする。 察し，表現することができ 用したものづくりを計画し，製作す

る。 ることがで、きる。

(2 ) 本単元における自然と対話する喜びを実感する子どもの姿

O 発電や蓄電の仕組みを推論し，電気の性質や働きについて見方 ・考え方を更新
していくよさを味わ う喜び

O エネルギーの変換と保存の視点から電気を使った道具を見直すことのできる喜び
O 電気の有効利用の視点から自分の生活を見直すことができる喜び

(3 ) 本単元の指導計画(全 11時間)

スA ーズに!fJJ，fz，{5J:3にす{5才必至乙調べ、J士L、。

zd若の館ぷや者斜線のJたと~~f!1.ずJ主てみた v l /j.' jiy。

4電熱線の発熱の仕方を変えるにはどうすればいいだろうか。② 》
z~lff~つぐっで調べ?でL 、 ぐ必要lJi'jiy ~うね。

電池の数 I~ -..l 基本形

電池の数 3偲 | 電池の数 1個

電熱線 O.2mrn 電熱線 O. 2mm 

電熱線の太さ

電池の数 1個

電熱線 O.4mrn 

電熱線の太さや電熱
線の太さで発熱する程
度を変えることができ
るんだ。

モーターの回転が電
気に変わることが分か
ったよ。モーターって
とっても不思議だなあ。

I元熱の仕方は電流の強さや電熱線の太さによって変えることができる。

2 I ~電気はどのようにしてつくられるのだろうか。③④ 》 帽 V

発電 | 光電池 風力発電火力発電水力発電

[光→ LED点灯モーターの回転→ LED点灯}

蓄電 11| モーターを回転させることで電気をつくることができる。11

④ 
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C

{電気をためるにはどうすればよいだろうか。⑤⑥ 》

手回し発電機→コ ンデンサ→豆電球 ・LED・電子メロディ ・光電池モーター

コンデンずにっと会いで彦が羽怒ったグ，LED ，;ji苅ったクヲr{5のか調べJ:30 
||コンデンサに電気をためることができる。 11

【つなげる物によって電気を使える時聞が異なるのはどうしてだろうか。⑦⑧》

[豆電球発行ダイオー ド 電子メロディ光電池モーター]

iヨ 骨 匿二仁 o 
||流れる電流の強さが異なるので電気を使える時聞が異なる。 I

家のTVどや殺成原{;Je'j&ぐち L、の強庄の'!Iti.fff ，;js'J若j&でい{5のかとれ

つくった電気をため
ることで電気を有効に
利用することができる
ね。
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エコ製品と呼ばれる物
は，使う電気が少なくて
すむんだよ。

消費電力を抑えた製品
がこんなにもあるんだ。

ドライヤーやラジオは
電気を熱，音に変えて使
っているんだね。
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実践の結果

推論の能力やエネルギーの変換と保存概念を育成する科学的な体験と言語活動

光電池の仕組み II D!亙国
I I風がふく→モーターが回転する→凶Dが光る，電子メロディが鳴るなど | 

『 .lj.，..※言語活動を通して現象面の事実を基にエネルギーの変換と保存概念を構築させる。

1 J!t~@]'i~~~~{f t~~' 1I水力発電の仕組み |配 |水力発電水→回日気→問ど | 風→回転→電気→音なと | 置〉
| 火力発電の仕組みI~火力発電蒸気→回転→電気→音など | 

① 光電池による発電方法を基に風力発電の仕組みを推論しながら調べさせる。
② 風力発電によって電子メロディが鳴ったなどの現象面の事実を確認する。
③ 現象面の事実を基に風力発電の仕組みを推論 (モーターの回転が電気に変わる)
④ ③を基l二1 水力 ・火力発電の仕組みを推論

思 10

(4) 

ア

111 

電
ヌL

光が電気に変わ
るといった概念を
基に発電の仕組みA

を推論 π士 ---.J¥
ltll'e冊 /

4年時までの学習 |

〈第二次発電・蓄電③④〉

① 発電の方法について考える。 ..  

l 光電池で電気をつくること…「l ~
水力発電 風 力 発 電 火 力 発 電 原 子 .

力発電などで電気をつくっているよね。

電気がつくら
れたかどうか目
にはみえないか
ら豆電球やモ
ーター，電流計
などにつないで
みよう 。

② 風力発電の仕組みを調べる。
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モーターが回転するこ

とで電気がつくられるな

んてすごいなあ。

③ 火力・水力発電の仕組みを調べる。

【火力発電について】
コンロなどを使って火力

を強くし，ガラス管の先を
細くすると蒸気が勢いよく
出て，タービンが回転し，
モーターが回転する。

風の力や水の力，蒸気の力

でプロペラが回り，モーター

が回転することで電気はつく

られるんだね。モーターって

すごいね。

風力発電や水力発電，火力発電はどれも仕組み

はモーターの回転で閉じなんてびっくりしたよ。

つくった電気で豆電球が光ったり ，モーター

が回転したりするから逆向きの矢印も引けるよね。

【発電に問題意識を焦点化する場面設定】
無人島に漂着し電気の必要性に迫られた場面を設定

した。その際，普段使用している電気はどのようにして
つくられているのかと発問することで，生活とつなげて
考えさせることができた。

【エネルギーの変換元に着目させるための話合い】
T どうして豆電球の明かりがついたり，モーターが回転

したりするのかな。
C 回路に乾電池の中の電気が流れたからだよ。
T そうだね。光電池の電気のもとは何かな。
c 光だよ。
T 光が光電池に当たるとどうなるの。
C 光によって電気がうまれたんだよ。
T では，風力発電の電気のもとは何なのだろうね。

【モーターの回転をとらえさせる科学的体験】

電気をつくることができることを体験的に理解さ

せるために，風力発電の装置にLEDや電子メロディ

など複数準備したことで十分な活動を行わせること

ができた。その際，物による電気の消費量の違いに

気付かせるために電流計を使用することで単元を通

して電流の強さを意識することができた。また風力

発電・火力発電・水力発電においてモーターの回転

といった共通点に気付かせることができた。

【水力・火力発電の仕組みについての推論】

水力・火力発電の仕組みを問うことで，風力発電

の仕組みを基に，モーターの回転によって電気がつ

くられることを推論することができた。このように

風力発電， 水力発電，火力発電を行ったことで，日

常生活で使用している電気は，モーターの回転によ

ってつくられていることを実感することができた。

【概念を育成するための言語活動】

風力発電などの実験において電子メロディが鳴っ

たなどの現象面の事実を基に，電気はモーターの回

転によってつくられることをとらえることができ，

エネルギー変換について図にまとめることができた。

図に表現させることで現時点のエネルギーの変換と

保存についての概念を明らかにできた。
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〈第二次発電・蓄電⑤⑥〉

④ 蓄電の方法について調べる。

DSや携帯電話な
どは電気をためて使
っているね。

電気を必要なときに
いつでもつかえるよう
にためて使いたいな。

コンデンサにつ

なげるとモーター

が回ったよ。

手回し発電機が

勝手に回ったよ。

電気が流れてきているからだよ。

繰り返して電気をためることができるコン

デンサはとっても環境に優 しいね。

コンデンサ

2. 3V4. 7F 

理 11

【蓄電に問題意識を焦点化する場面設定】

電気をためる必要性を感じさせるために.風力発電で

は風が吹かずにモーターが回転していないときには発電

できないため，電気を使えないことに気付かせた。

【コンデンサを使った科学的な体験】

コンセントにつないで充電しなくても電気をためるこ
とができることに気付かせるために，手回しラジオを紹
介し，中にコンデンサが入っていることを説明した。そ
の際，手回し発電機についても紹介し回す回数などの
安全指導を行い，電気をためる体験的な活動の場を十分
に設けた。

【実験の事実と気付いたことについての話合い】

電子メロディの音が鳴ったといった現象面についての

事実を比較しながら話し合うことで，コンデンサにつな

げるものによって電気を使える時聞が異なることを，子

どもたち自身が気付くことができた。

【概念を育成するための言語活動】

発電の授業で完成させたエネルギーの変換と保存の考
え方の図に，電気はためることができるといった蓄電に
ついて書き加えることで，新たな概念が構築されていく
様子を明らかにすることができた。

イ 電気の有効利用について自分の生活を見つめ直す学習内容

電気を有効に利用しようとする態度を育てるために，豆電球や発光ダイオードなどの使用

できる時間を比較させる学習内容を位置付け，電流の強さによって，消費量が異なることに

気付かせていった。また，生活の様々な場面で発光ダイオードが使われてきていることや年

々消費電力が少ない製品が誕生していることを紹介した。

〈第三次電気の消費量⑦⑧〉

⑤ 電気の消費量について調べる。 【蓄電に問題意識を焦点化する場面設定】

コンデンサにためた 11 コンテ'ンサに電気をためて豆電球や発光ダイオードな

電気の量は同じだから.11どにつなげて気付いたことを話し合わせることで電気の

消費量が違うはず。つ 11消費量の違いに問題意識を焦点化することができた。

流の強さが違うはずだ 11【共通した事実を基にした問題設定】

コンデンサにためる電気の量をそろえる必要性に気付

くことができた。つなげる物による使用時間の違いにつ

いて再実験することで，電気を使用できる時間に差があ

るという共通した事実をとらえることができた。

【学習したことを生活とつなげる場面設定】

電気の消費量を少なくするための取組が広がっている

ことに気付かせるために，テレビなどの電化製品の消費

電力が減ってきていることを示したり，信号機に発光ダ

イオードが使われていることを紹介したりすることで，

学んだことを日常生活と結び付けることができた。

乾電池は電気が無くなるとごみになるけどコン λ 摂鴨 川電気の有効利用について生活を見直す場面設定】

デンサは繰り返し使えるから環境にやさしいね。 I ¥岳ノ | 身近な生活で電気を有効利用していることを紹介した

、 4、~ I 後に ， 自分の生活を見直す場面を設定し ， すぐに取り組

将来はソーラーパネルを家の屋根に付けて 入 働 規 |んでいきたいことや，すぐにはできないが今後取り組ん

環境に優しい発電をしていきたいなあ。 J て♀瓜11でいきたいと思うものについて紹介し合う場を設けた。
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(5 ) 実践の考察

ア 推論の能力やエネルギーの変換と保存概念を育成する科学的な体験と言語活動

O 電子メロディが鳴った等の現象面の事実を基に，風力発電の仕組みについて話し合

う場を設定し，図に表現させたことがモーターの回転が電気に変わるというエネノレギ

ーの変換と保存の概念を構築させるのに有効であった。

O 風力発電の仕組みを基に水力発電 ・火力発電の仕組みを推論する姿が見られた。

O 発電から蓄電へと単元を構成することで，光や回転運動などが電気に変わり電気が

つくられ，その電気が光や回転運動Jに変わるといったエネルギーの変換と保存の概念

が更新されていった。

イ 電気の有効利用について自分の生活を見つめ直す学習内容

O 電気の消費量の学習において コンデンサにつなげる物によって電気の消費量が異

なることを身近な生活の場面とつなげるために 電化製品によって消費電力が異なる

ことを調べることで電気の有効利用の観点から節電に対して積極的に取り組もうとす

る姿が見られた。

W 研究の成果と課題

11 研究の成果

o r自然のきまり」や科学的な方法や手続きのよさを見いだす喜び，見いだしたそれらを

活用して，新たに出合った自然事象を解釈したり，自然とかかわったりすることのでき

る喜びを実感する子どもが増えてきた。

O 学校教育目標を具現化するための理科における目指す子ども像を設定することができ

た。また，理科カリキュラム創造の考え方を明らかにすることができた。

O 理科年間指導計画において，問題解決の能力や概念を系統的に育成するための考え方

や，自然体験や科学的な体験，言語活動の位置付け方，実社会や実生活との関連を重視

した単元構成の在り方を明らかにすることができた。

O 理科カリキュラムの全体像を構想することで， 一単位時間の授業のねらいを系統的に

とらえて，指導のポイントを明確にした指導を行うことができた。

|2 研究の課題

O 本年度作成した理科カリキュラムを子どもにとってよりよいものへ高め，理科の目指

す子ども像を具現化していくために，指導と評価の一体化を図り，カリキュラムを実証

しながらカリキュラムの改善を図っていく必要がある。その際，理科との接続といった

点から，特に 1・2年時に経験させたい直接体験について明らかにしてし、く 。

O 単元の特性や発達の特性に応じた効果的な自然体験や科学的な体験， 言語活動の位置

付け方，実社会や実生活との関連を重視した単元構成の在り方をより具体化してして 。

O カリキュラム創造の視点を具体化した新しい理科年間指導計画を作成してして 。
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